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【研究成果の概要】 （ 文 字 の 大 き さ 9 ポ イ ン ト ・ 字 数 800 字 ～ 1600 字 程 度 ）  
 

〇 問 題 の 所 在 と目 的  

 特 別 支 援 学 校は 、 特別 支 援 教 育 推 進の 牽 引役 と し て 専 門 性の 確 保が 求 め ら れ て おり 、 とり わ け 、

自 立 活 動 の 指 導に 関 する 専 門 性 は 重 要な 位 置づ け と い え る 。特 別 支援 学 校 教 師 の キャ リ ア・ ヒ ス ト

リ ー を 分 析 し た内 海 ・安 藤 (2020)で は、 初 任期 に 自 身 の 指 導に 対 する 困 難 等 に 向 き合 い 、自 主 的 な

研 鑽 に 取 り 組 んだ こ とを 明 ら か に し 、初 任 期の 取 り 組 み が その 後 の教 職 生 活 に 影 響を 与 える 可 能 性

を 示 唆 し た 。  

以 上 を 踏 ま え て本 研 究で は 、 特 別 支 援学 校 教師 の 自 立 活 動 の指 導 に関 す る 専 門 性 向上 に つい て 、

教 師 の 成 長 過 程の 初 期に 着 目 し た 。 仮定 し たモ デ ル に 基 づ き、 初 任期 に お け る 成 長過 程 の特 徴 を 析

出 す る こ と を 目的 と した 。 な お 、 本 研究 は 科研 費 研 究 ス タ ート 支 援「 特 別 支 援 学 校若 手 教師 の 専 門

性 向 上 に 資 す る自 立 活動 に 係 る 自 主 研修 」（ 研究 代 表 者 ： 内 海友 加 利） の 発 展 的 な 研究 と して 実 施 し

た 。  

 

〇 研 究 の 方 法 およ び 結果 の 概 要  

 特 別 支 援 学 校の 教 職経 験 年 数 が 4 年 以 上 であ り 、 自 立 活 動に 関 する 教 育 実 践 お よび 研 究の 成 果 公

表 を 行 う な ど 、自 立 活動 の 専 門 性 向 上に 向 けて 自 主 的 に 取 り組 む 教師 2 名 に 対 し て イ ン タビ ュ ー 調

査 を 実 施 し た 。イ ン タビ ュ ー は ラ イ フヒ ス トリ ー 研 究 に 基 づい て 実施 し た 。 質 問 内容 と して 、 ① 教

師 の プ ロ フ ィ ール （ 教職 経 験 年 数 、 保有 免 許状 等 ）、 ② 教 師 にな る まで 、 ③ 初 任 期 から 現 在に 至 る ま

で の 専 門 性 向 上に 関 わる 意 識 や 取 り 組み 等 につ い て の 語 り を得 た 。イ ン タ ビ ュ ー デー タ に基 づ い て

逐 語 録 を 作 成 し、 初 任期 の 成 長 過 程 を分 析 した 。  

 教 師 の 成 長 過程 に は、 担 当 す る 子 ども と の出 会 い （ 任 ・ 安藤 , 2012） な ど 転 機 と なる 「 契機 」、 研

修 会 に 参 加 す る（ 一 木・ 安 藤 , 2011）な ど 契機 に 基 づ い て 教師 が とっ た 方 略 で あ る「 行 動 」、 先 輩 教

師 （ 一 木 ・ 安 藤 , 2011） な ど 契 機 や 行動 に 関係 の 深 い 人 物 ・モ ノ （理 論 や 思 考 等 を含 む ）・場 所 で あ

る 「 資 源 」 が 関係 し あう こ と を 整 理 した 。 また 、 成 長 の メ カニ ズ ムに は 、「 契 機 」 を自 覚 し模 索 し た

結 果 「 行 動 」 を起 こ すと い う 過 程 が あり 、「 契機 」 と 「 行 動 」に は 相互 に 関 係 す る もの と して 「 資

源 」 が 位 置 づ く。 さ らに 、「 行 動 」 に 対す る 評価 と そ の 高 度 化を も って 、 さ ら な る 成長 に つな が る サ

イ ク ル が 想 定 でき る 。  

 上 述 の 成 長 過程 モ デル を 踏 ま え て 対象 教 師の 語 り を 分 析 した と ころ 、 初 任 期 に 担当 し た子 ど も と

の 関 わ り を 教 師の 成 長の 契 機 と し て 挙げ 、 同僚 教 師 等 の 影 響を 受 け、 自 主 的 な 研 修機 会 に参 画 し て

い た こ と が 析 出さ れ た。 こ の こ と か ら、 仮 定し た 成 長 過 程 モデ ル が支 持 さ れ た と 考え ら れる 。 し か

し な が ら 、 本 研究 で は事 例 的 な 検 討 にと ど まっ て お り 、 本 研究 の 対象 教 師 と は 背 景の 異 なる 教 師 の

成 長 過 程 を 引 き続 き 分析 す る 必 要 が ある と 考え る 。  

 

【研究成果発表方法】 

 研究成果の一部として、「内海友加利(2023)  肢体不自由特別支援学校教師の初任期に

おける成長過程の検討―自立活動の指導における専門性に着目して―.東京学芸大学論

叢 ,1, 33-42.」をまとめた。また、今後、日本特殊教育学会年次大会等において成果を

報告する予定である。 

※ 発 表 論 文 名 （ 口 頭 発 表 を 含 む ）， 氏 名 ， 学 会 誌 等 名 （ 投 稿 中 ・ 投 稿 予 定 ・ 執 筆 中 ） を 記 入 す る こ と 。  

※ 本 経 費 を 用 い て 、 報 告 書 （ 冊 子 等 ） を 作 成 し た 場 合 に は 、 本 様 式 と と も に 1 部 を 提 出 す る こ と 。  

な お 、 提 出 さ れ た 報 告 書 は 教 育 実 践 研 究 推 進 本 部 を 通 じ て 附 属 図 書 館 へ 寄 贈 す る 。  


